
工程ごとの作業内容 ● 環境への配慮 屋根面に設ける足場と装備機材の組合せ

本工事の建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質 〇 別途 〇 図示 〇 D種 〇 E種

Ⅰ 工事概要 ① 造成等 造形等の工事 及び性能を有すると共に、次の1)から4)を満たすものとする

〇 有 ● 無 1) 合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟ

1. ② 基礎・基礎ぐい 基礎・基礎ぐいの工事 ｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂板、壁紙、接着剤、保温材

2. 〇 有 ● 無 、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散

3. ③ 上部構造部分・外装 上部構造部分・外装の工事 しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書を規定する「ﾎﾙﾑｱ

(1) 配水池施設 鉄筋コンクリート造（PC）　 平屋建 改修１棟 ● 有 〇 無 ﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」の区分に応じた材料を使用する 〇 既存部分の養生 [2.3.1]

床面積 520.40 m2 ④ 屋根 屋根の工事 2) 接着剤及び塗料はﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ及びｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの含有量が少ない材料を 既存部分の養生 〇 行う 〇 行わない

建築面積 520.40 m2 ● 有 〇 無 使用する 養生方法 〇 ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ、合板等による

⑤ 建築設備・内装等 建築設備・内装等の工事 3) 接着剤は可塑剤（ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－n－ﾌﾞﾁﾙ及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ－2－ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ等を含 〇

〇 有 ● 無 有しない難揮発性の可盟剤を除く）が添加されていない材料を使用

⑥ その他 その他の工事 する 既存部分の特別養生 〇 行う

（ ） 〇 有 ● 無 4) 1)の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等 設置範囲及び養生方法 〇 図示 〇

は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散を極め

特定建設資材 て少ない材料を使用したものとする 既存家具、既存設備等の養生

また、設計図書に規定する「ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの放散量」は、次の通りとする 〇 ﾋﾞﾆﾙｼｰﾄ等による 〇

〇 ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 規制対象外

① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める 開口部の養生 〇 行う 〇 行わない

〇 ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 第一種、第二種及び第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散建築材料以外の材料 養生方法 〇 合板張りによる 〇

② 建築基準法施行令第20条の7第4項の規定により国土交通大臣の 設置範囲 〇 図示 〇

〇 建設発生木材 認定を受けた材料

第三種品 固定された備品、机、ﾛｯｶｰ等の移動

〇 ① 建築基準法施行令第20条の7第1項に定める第三種ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ発散 〇 行う 〇 行わない 〇

建築材料

② 建築基準法施行令第20条の7第3項の規定により国土交通大臣の 〇 仮設間仕切り [2.3.2][表2.3.1]

特定建設資材以外 認定を受けた材料 仮設間仕切り等の種別

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材

〇 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 本工事に使用する材料については、ｱｽﾍﾞｽﾄを含有しないものとする 〇 A種 〇 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5両面張り 〇 片面塗装

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ （ ）

〇 防水ｱｽﾌｧﾙﾄ 〇 室内空気中の (1.5.9)[1.7.9] 〇 合板厚9片面張り ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填厚さ （ ）

化学物質の濃度測定 1) 施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、 〇 B種 〇 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5片面張り 〇 片面塗装

〇 ｶﾞﾗｽくず、 キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、想定結果を 〇 合板厚9片面張り

Ⅱ 建築改修工事仕様 陶磁器くず 監督職員に報告する。 〇 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ厚9.5(内部面)＋合板厚9(外部面)

〇 繊維くず 2) 測定対象室及び測定箇所数等は仕上表による。 〇 C種 〇 ｼｰﾄ張り ―

1. 共通仕様 着工前の測定 〇 仮設扉 〇 合板張り木製扉程度 〇 〇

(1) 図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築 〇 木くず 〇 行う 〇 行わない

改修工事標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)」(以下、「改修標準仕様書」という)により、改 3) 測定は、ﾊﾟｯｼﾌﾞ型採取機器により行う。 ● 監督職員事務所 [2.4.1]

修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事 〇 非飛散性石綿含有建材 注) 測定ﾊﾞｯｼﾞはﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ用とﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ 用 ● 設けない 〇 設ける 面積規模 （ ）㎡程度

標準仕様書(建築工事編)(令和4年版)」(以下、「標準仕様書」という)による (廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類) 2種類を用いる

(2) 本工事に電気設備、機械設備工事を含む場合の工事特記仕様書は、別図による 〇 非飛散性石綿含有建材 監督職員ｽﾍﾟｰｽと工事監理業務の職員ｽﾍﾟｰｽは間仕切り壁等で仕切る

(3) 受注者等は完了検査(中間検査を含む)の検査には、特定行政庁(建築主事)が求める検査に必要な (ｶﾞﾗｽ、陶磁器くず類)

資料等(報告書等)を用意すること 〇 非飛散性石綿含有建材 監督職員事務所の仕上げ

(汚泥) ● 特別な材料の工法

2. 特記仕様 〇 廃石こうﾎﾞｰﾄﾞ 改修標準仕様書及び標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、 床 合板張り又はﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ張り

(1) 項目は、●印の付いたものを適用する 当該製品の指定工法による 内壁、天井 合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(2) 特記事項は、●印の付いたものを適用する 上記に示す受入れ施設は参考であり、実施にあたっては関係法令を遵守し、 屋根 塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

(3) 特記事項に記載の[  ]内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す 適切な処理を行うものとする ● 施工調査 [1.5.2]

(  )内表示番号は、標準仕様書の該当項目、当該図、又は当該表を示す なお、処分場の決定に当たっては監督識員と協議する 施工数量調査 ● 工事用水

(4) 🄶 印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」(以下、「ｸﾞﾘｰﾝ購入法」という 調査項目 ● 防水改修 ● 外壁改修 〇 （ ） 構内既存の施設 〇 利用できる （ 〇 有償 〇 無償 ）

)に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針(令和5年12月22日変更閣議決定)」に定め 〇 品質計画 [1.1.2] 調査範囲 〇 図示 ● （ 屋上・外壁全体 ） ● 利用できない

る特定調達品目における判断の基準(特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの 施工計画書で工法を定める場合の風圧力の計算 調査方法 ● 打診及び目視による 〇 （ ）

判断の基準)を満たすものを示す 基準風速（VO） （ ）m/s 既存部分の破壊を行った場合の補修方法 〇 図示 ● 工事用電力

(5) 関係法令の改正等により(条例を含む)、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した 地表面粗度区分 〇 Ⅰ 〇 Ⅱ 〇 Ⅲ 〇 Ⅳ 構内既存の施設 〇 利用できる （ 〇 有償 〇 無償 ）

場合には、その対応等について、監督職員と協議すること 〇 設備工事との ● 利用できない

(6) 形状寸法の単位は特記なきかぎりミリメートルとする 〇 上記風圧力の1.3倍の風圧力に対する安全性を確保する 取り合い 施工範囲 図面に特記なき場合は、別表－１による

〇 上記風圧力の1.15倍の風圧力に対する安全性を確保する 施工図 設備機器の設置、取り合い等が検討のできる施工図を提出し

監督職員の承諾を受ける 〇 埋戻し及び盛土 (3.2.3)(表3.2.1)

適用エ種 〇 ALCﾊﾟﾈﾙ(外壁、屋根) 〇 押出成形ｾﾒﾝﾄ板(外壁) 種別 〇 A種 〇 B種 〇 C種 〇 D種

〇 外壁石張(乾式) 〇 外装材(外断熱工法) ● 騒音・粉じん等

〇 長尺金属板葺 〇 折板葺 の対策 〇 防音ﾊﾟﾈﾙ 〇 防音ｼｰﾄ C種の場合 （発生場所 ）

● 適用基準等 〇 ｱﾙﾐ笠木 〇 ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ （連絡先 ）

● 建築工事標準詳細図(令和4年版)（以下「標準詳細図」という） 〇 ｼｰﾄ防水(機械式) 〇 屋上緑化用ｼｽﾃﾑ 防音ﾊﾟﾈﾙ等を取り付ける足場等の設置範囲 （運　搬 〇 発生原因者側 〇 本工事 ㎞ ）

● 建築物解体工事共通仕様書(令和4年版) 〇 （ ） 〇

〇 建設発生土の処理 〇 構外指示の場所 (3.2.5)

● 発生材の処理 [1.3.12] ● 材料の品質等 [1.4.2] ● 足場等 [2.2.1][表2.2.1] 受け入れ施設 （ ）

● 発注者に引き渡しを要するもの （ ● 金属類 〇 PCB含有物 ） 同等以上の材料・機材等の使用 外部足場 ● 設置する 受け入れ場所 （ ）

（ 〇 ） 本工事に使用する材料 ・ 機材等は設計図書に定める品質及び性能と （施工範囲 〇 工事に必要な範囲 〇 ） 受け入れ場所での処置 （ 〇 敷きならし 〇 たい積 ）

引渡し場所 ● 構内 〇 （ ） 同等以上のものを使用する。 〇 設置しない 搬出距離 （ ）㎞

ただし、製造業者が記載されている場合に同等以上のものとする場合 処分費 〇 有償 〇 無償

特定建設資材の分別解体等及び再資源化等 は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける 防護シート ● 設置する 上記に示す受入れ施設等は参考であり、実施にあたっては監督職員

　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工 （施工範囲 ● 工事に必要な範囲 〇 ） と協議のうえ決定する。

に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に 材料・機材等の品質及び性能 〇 構内指示の場所

係る資材の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法律第104号。以 本工事に於いて別表－２に示す材料を使用する場合の材料・機材等の 内部足場 〇 脚立、足場板等 〇 処理の場所 〇 図示 〇 （ ）

下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という。)施行令又は都道府県が条例で定める建設工事 製造業者等は次の(1)から(6)すべての事項を満たすものとし、この証 処理の方法 （ 〇 敷きならし 〇 たい積 ）

の規模に関する基準以上の工事に該当する場合は、建設ﾘｻｲｸﾙ法に基づき 明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ 材料・撤去材等の運搬方法

分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措置を講 とを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける 〇 A種 〇 B種 〇 C種 〇 D種 〇 E種

ずる。また、建設ﾘｻｲｸﾙ法施行令又は都道府県が条例で定める建設工事の (1) 品質及び性能に関する試験ﾃﾞｰﾀを整備していること

規模に関する基準以上の工事に該当しない場合についても分別解体等及び (2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること

特定建設資材の再資源化等については適切な措置を講ずる。 (3) 安定的な供給が可能であること

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件に (4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること

より難い場合は、監督職員と協議するものとする (5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること
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● 共通事項 新設防水層の種別（既存：屋根露出防水） 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ

施工標識 〇 改修標準仕様書[表3.4.1]から[表3.4.3]による 〇 改修標準仕様書[表3.5.1]から[表3.5.3]による

● 監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける 〇 M4C 〇 C-1 〇 C-3 〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 〇 JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

〇 C-2 〇 C-4 種類 〇 厚さ ㎜以上

改修用ﾄﾞﾚﾝ(P0AS、P0ASI、P0D、P0DI、P0S、P0SI、P0Xの場合) 〇 M3D 〇 D-1 〇 D-3 〇 R種 ㎜以上

取付方法等は、ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様による 〇 P0D 〇 D-2 〇 D-4 固定金具の材質及び寸法形状

〇 P0DI 〇 DI-1 改修標準仕様書[3.3.2](9) 粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 〇 厚さ0.4㎜以上の防錆処理した鋼板、ｽﾃﾝﾚｽ鋼板又はそれらの鋼板の

● 降雨等に対する養生 [3.1.3] 〇 M3DI (種類) 〇 〇 改修標準仕様書[表3.4.1]から[表3.4.3]による 片面若しくは両面に樹脂を積層加工したもの

方法（とい共） ● 改修標準仕様書[3.1.3](5)(ｱ)～(ｳ)による 〇 M4DI 〇 DI-2 (厚さ) 〇 25㎜ 〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 〇

〇 〇

〇 R種 ㎜以上 接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

● 既存防水の処理 [3.1.4][3.2.3、4、6] 仕上げ塗料 種類 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定

既存保護層の撤去 種類 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様 〇 部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 〇

● 行う（範囲 ● 図示 〇 ） 使用量 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様 〇 〇 改修標準仕様書[表3.4.1]から[表3.4.3]による 設置数量 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定

〇 行わない 〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 〇 (個)

高日射反射率防水の適用🄶 〇 有 〇 無

既存防水層の撤去 〇 R種 ㎜以上 接着工法の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材下地の目地処理

〇 行う（範囲 〇 図示 〇 ） M3D、P0D、P0DI、M3DI、M4DIにおける脱気装置及び改修用ﾄﾞﾚﾝ 〇 行う （ 〇 図示 〇 ）

● 行わない 脱気装置 〇 設ける 〇 設けない 立上がり部の押え金物の材質、形状及び寸法 〇 行わない

改修用ﾄﾞﾚﾝ 〇 設ける 〇 設けない 〇 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　L-30×15×2.0(㎜)程度 〇

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 S-F1、SI-F1の場合のﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ部材の入隅部の増張り

〇 行う （ 〇 M4AS 〇 M4ASI 〇 M4C 〇 M4DI 〇 L4X ） 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 〇 行う （ 〇 図示 〇 ）

〇 行わない 〇 改修標準仕様書[表3.3.3]から[表3.3.9]による 種類 〇 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定 〇 行わない

〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 〇

● 既存下地の処理 [3.2.6] 設置数量 〇 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定 機械的固定工法の場合の一般部のﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの張付け

● 既存下地の処理は、改修標準仕様書3.2.6(2)から(6)までによる。 〇 R種 ㎜以上 〇 (個) １章　適用区分による風圧力の（ 〇 1.0 〇 1.15 〇 1.3 ）倍

の風圧力に対応した工法

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等 部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 〇 合成高分子系 [3.5.2～4][表3.5.1～3]

● 図示 〇 〇 改修標準仕様書[表3.3.3]から[表3.3.9]による ルーフィングシート 新規防水層の種別 ● 塗膜防水 [3.6.2、3]

〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 防水 新設防水層の種別

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定工法）の既存保護層を撤去し、防水層） 〇 P0S 〇 S-F1 〇 S-M1

を非撤去とした立上り部等の処理 〇 R種 ㎜以上 〇 S4S 〇 S-F2 〇 S-M2

〇 改修標準仕様書[3.2.6](4)(ｳ)(g)①～③による 〇 S-M3 〇 P0X 〇 X-1 〇 主材料の製造所 〇 主材料の製造所

〇 補修 （ 絶縁断熱工法のﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ廻り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置 〇 S3S 〇 S-F1 〇 X-2 の仕様 の仕様

〇 図示 〇 〇 S-F2 〇 〇 〇

設備機器架台、配管受部、ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、貫通ﾊﾟｲﾌﾟ廻り、手すり・丸環の取付 〇 M4S 〇 S-M1 〇 S-M3 ● L4X 〇 X-1 ● 主材料の製造所 ● 主材料の製造所

け部、塔屋出入口等の欠損部及び防水層末端部の納まり部の処理 絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 〇 S-M2 ● X-2 の仕様 の仕様

● 監督職員と協議する 種類 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定 〇 P0SI 〇 SI-F1 改修標準仕様書[3.3.2](3)(ｴ)(b) 〇 〇 〇

〇 図示 〇 〇 S3SI 〇 SI-F2 (種類) 〇

設置数量 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の指定 〇 S4SI (厚さ) 〇 25㎜ 〇 50㎜ 高日射反射率防水の適用🄶 〇 有 〇 無

〇 (個) 〇 M4SI 〇 SI-M1 改修標準仕様書[3.3.2](3)(ｴ)(a)

〇 アスファルト防水 [3.3.2～5] 〇 SI-M2 (種類) 〇 ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

新設防水層の種別（既存：屋根保護防水） 防水層の種別（屋内防水） (厚さ)(㎜)〇 25㎜ 〇 50㎜ 種類 〇 主材料の製造所の仕様

〇

〇 P2A 〇 A-1 〇 A-3 〇 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫﾙﾑ厚0.15㎜以上 〇 P1E 〇 E-1 〇 設ける （ 〇 図示 〇 ） 仕上げ塗料 設置数量 〇 主材料の製造所の仕様

〇 A-2 〇 〇 P2E 〇 E-2 〇 設けない 種類 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様 〇 〇 (個)

〇 P1B 〇 B-1 〇 B-3 使用量 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様 〇

〇 B-2 〇 E-1の工程3を行う部位 〇 貯水槽、浴槽等常時水に接する部位 新設防水層の種別

〇 P2AI 〇 AI-1 〇 AI-3 〇 ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ70g/㎡程度 〇 高日射反射率防水の適用🄶 〇 有 〇 無

〇 AI-2 〇 〇 P1Y 〇 Y-2 〇 主材料の製造所の仕様による 〇 設ける

〇 P1BI 〇 BI-1 〇 BI-3 立上がり部の押え金物の材質、形状及び寸法 P0S、S4S、S3S、M4S、P0SI、S3SI、S4SI、M4SIにおける脱気装置 〇 〇 設けない

〇 T1BI 〇 BI-2 〇 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　L-30×15×2.0(㎜)程度 〇 〇 設ける 〇 設けない 〇 P2Y 〇 Y-2 〇 主材料の製造所の仕様による 〇 設ける

〇 〇 設けない

断熱材🄶の種類及び厚さ 屋根排水溝 〇 図示 〇 P0S、S4S、P0SI、S3SI、S4SI、M4SIにおける改修用ﾄﾞﾚﾝ

(種類) JIS A 9521に基づく押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き) 〇 設ける 〇 設けない ● シーリング [3.1.4][3.7.2、3、7、8]

(厚さ) 〇 25㎜ 〇 50㎜ 〇 改質アスファルト [3.4.2、3] ｼｰﾘﾝｸﾞ改修工法の種類

シート防水 新設防水層の種別（既存：屋根露出防水） SI-F1、SI-F2、SI-M1及びSI-M2における防湿用ﾌｨﾙﾑ 〇 ｼｰﾘﾝｸﾞ充填工法

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 〇 設置する 〇 設置しない ● ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

〇 改修標準仕様書[表3.3.3]から[表3.3.9]による 〇 M4AS 〇 AS-T1 〇 AS-J2 〇 拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法

〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 〇 AS-T2 S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様 〇 非歩行仕様 〇 軽歩行仕様 〇 ﾌﾞﾘｯｼﾞ工法

〇 M3AS 〇 AS-T3 〇 AS-J1 ﾌﾞﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ張り 〇 適用する 〇 適用しない

〇 R種 ㎜以上 〇 AS-T4 〇 AS-J3 S-M2またはSI-M2の立上がり部の工法 ｴｯｼﾞﾝｸﾞ材張り 〇 適用する 〇 適用しない

〇 P0AS 〇 AS-T3 〇 AS-J1 〇 接着工法（立上り面のｼｰﾄ厚さ 〇 1.5㎜ 〇 ）

部分粘着層付改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄの種類及び厚さ 〇 AS-T4 〇 AS-J3 〇 機械的固定工法 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類、施工箇所

〇 改修標準仕様書[表3.3.3]から[表3.3.9]による 〇 M3ASI 〇 ASI-T1 改修標準仕様書[3.3.2](9) 下表以外は、改修標準仕様書[表3.7.1]による。

〇 JIS A 6013に基づく種類及び厚さ 〇 M4ASI 〇 ASI-J1 (種類) 防水層の種別（屋内防水）

〇 P0ASI (種類) 〇

〇 R種 ㎜以上 (厚さ) 〇 25㎜

〇

平場の保護ｺﾝｸﾘｰﾄの厚さ 〇 P1S 〇 S-C1 〇 〇 7㎜以下 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の目地寸法

こて仕上げ 〇 水下80㎜以上 〇 仕上げ塗料 〇 〇 図示

床ﾀｲﾙ張り 〇 水下60㎜以上 〇 種類 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様 〇 〇

使用量 〇 ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様 〇 絶縁用ｼｰﾄの材質 〇 発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ 〇

立上がり部の保護方法 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の接着性試験

〇 乾式保護材 高日射反射率防水の適用🄶 〇 有 〇 無 平場のﾓﾙﾀﾙの床塗りにおける床の目地割及び種類 〇 簡易接着性試験 〇 引張接着性試験

窯業系ﾊﾟﾈﾙⅠ類 厚さ （ ）㎜ 幅 （ ）㎜ 目地割 〇 2㎡程度 最大目地間隔3m程度 〇

（品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による M3AS、P0AS、M3ASI、M4ASI、P0ASIにおける脱気装置及び改修用ﾄﾞﾚﾝ 目地の種類 〇 押し目地 〇

〇 れんが押え （ 〇 JIS R 1250 〇 ） 脱気装置 〇 設ける 〇 設けない

〇 ｺﾝｸﾘｰﾄ押え 改修用ﾄﾞﾚﾝ 〇 設ける 〇 設けない

〇 ﾓﾙﾀﾙ押え（屋内）

M3ASI、M4ASI、P0ASIにおける防湿層 〇 設ける 〇 設けない

施工箇所

備　考

保　護　層

厚　さ

用途による区分 材料構成による区分 厚　さ

種　別

工　法 種　別

工　法

用途による区分 材料構成による区分 厚　さ

断熱材🄶施工箇所

材料構成による区分用途による区分

種　別 断　熱　材　🄶
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施工箇所
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　外部階段　　上り口 　MS-2
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種　類

仕　上　塗　材

材料構成による区分 厚　さ

備　考

用途による区分

厚　さ用途による区分

工　法 種　別

用途による区分 材料構成による区分 厚　さ

用途による区分 材料構成による区分 厚　さ

絶縁用ｼｰﾄ施工箇所種　別工　法



〇 とい [3.8.2、3] 〇 ポリマーセメント [4.2.2] 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 一般部分 〇 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

モルタル （性能・試験方法） 材料等品質性能表による 部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 指定部分 材料

たてどい 〇 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 狭幅部分 〇 ｼｰﾘﾝｸﾞ材

〇 配管用鋼管 〇 ポリマーセメント [4.2.2] 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 一般部分 充填材料 〇 1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

〇 ｽﾃﾝﾚｽ鋼管 スラリー 全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 指定部分 〇

〇 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(ｶﾗｰ) 狭幅部分 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

軒どい 〇 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面一般部分 〇 行う 〇 行わない

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 指定部分 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験 改修標準仕様書3章 防水改修工事による

とい受け金物 保水係数：0.35～0.55 粘調係数：0.50～1.00 狭幅部分 〇 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

材種 〇 改修標準仕様書[表3.8.2]による 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 一般部分

（溶融亜鉛めっきを行ったもの） 〇 既製調合モルタル [4.2.2] ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定 指定部分 〇 ｼｰﾙ工法

〇 ｽﾃﾝﾚｽ製 ﾓﾙﾀﾙ下地としたﾀｲﾙ工事に使用する張付け用ﾓﾙﾀﾙとして、ｾﾒﾝﾄ、細骨材、混 工法 狭幅部分 材料 〇 ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂 〇 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

形状 〇 市販品（とい径100以下） 和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする 目地改修 目地ひび割れ改修工法

〇 25x4.5㎜以上（とい径100を越えるもの） （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による 伸縮目地改修工法 〇 欠損部改修工法 [4.1.4][4.2.2][4.4.9]

取付け間隔 〇 改修標準仕様書[表3.8.2]による 〇 充填工法

〇 ● 外壁改修数量表 ● ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ面 材料 〇 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ 〇 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

● ひび割れ部改修工法 [4.1.4][4.2.4、5、6、7]

足金物 ● 樹脂注入工法 〇 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法

材種 〇 改修標準仕様書[表3.8.2]による ひび割れ部 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 0.2㎜以上1.0㎜未満 〇 現場調合材料（ｾﾒﾝﾄは改修特記仕様書[8.2]ｺﾝｸﾘｰﾄ工事による）

（溶融亜鉛めっきを行ったもの） 改修 ｼｰﾙ工法 0.2㎜未満 ● 自動式低圧 0.2以上～1.0未満 ● 200～300 〇 ● 130 〇 〇 既調合材料

〇 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

形状 〇 市販品 欠損部改修 充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ) 100×100×30 〇 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3未満 〇 50～100 〇 〇 40 〇 既製目地材 使用する （ 形状 〇 図示 〇 ）

〇 露出鉄筋等の処理無し 100×200×30 注入工法 0.3以上～0.5未満 〇 100～200 〇 〇 70 〇

取付け間隔 〇 改修標準仕様書[表3.8.2]による 100×300×30 〇 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.5以上～1.0未満 〇 150～250 〇 〇 130 〇 仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置 〇 図示 〇

〇 充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ) 100×100×30 注入工法

露出鉄筋等の処理有り 100×200×30 〇 浮き部改修工法 [4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量 〇 F☆☆☆☆ 〇 100×300×30 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ● 低粘度形 〇 中粘度形

充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法 注入状況の確認方法

〇 図示 〇 〇 ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ面 ● ｺｱ抜取りを行う 〇 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 〇 16 〇 25 〇 25

ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇

鋼管製といの防露巻き 〇 改修標準仕様書[表3.8.4]による 抜取り個数 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 13 〇 20 〇 12 〇 20 〇 25

〇 ひび割れ部 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 0.2㎜以上1.0㎜未満 ● 長さ500ｍ毎及びその端数につき1個 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 〇 〇

改修 ｼｰﾙ工法 0.2㎜未満 〇 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 13 〇 20 〇 12 〇 20 〇 50

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝの材種その他 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 〇 〇 〇 〇 〇

欠損部改修 充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ) 100×100×30 抜取り部の補修方法 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 〇 9 〇 16 〇 25

〇 ろく屋根用 〇 ねじ込み式 〇 80 〇 100 〇 125 〇 露出鉄筋等の処理無し 100×200×30 ● ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ又は無収縮ﾓﾙﾀﾙ等で埋め戻す 〇 図示 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇

たて形Ⅰ型  〇 150 〇 〇 露出鉄筋等の処理有り 100×300×30 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 9 〇 16 〇 9 〇 16 〇 25

〇 ろく屋根用 〇 ねじ込み式 〇 80 〇 100 〇 125 充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ) 〇 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 〇 〇

横形Ⅰ型 〇 〇 150 〇 ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法 材料 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 1 〇 16 〇 9 〇 16 〇 50

〇 ﾊﾞﾙｺﾆｰ用 〇 ねじ込み式 〇 50 〇 80 〇 100 浮き部改修 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ 一般部分 〇 ｼｰﾘﾝｸﾞ材 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 〇 〇 〇 〇 〇

〇 差し込み式 〇 50 〇 75 〇 100 樹脂注入工法 指定部分 充填材料 〇 1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 〇 充填工法 ― ― ― ― ―

〇 ﾊﾞﾙｺﾆｰ中継用 〇 ねじ込み式 〇 50 〇 80 〇 100 狭幅部分 〇 〇 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法 ― ― ― ― ―

〇 差し込み式 〇 50 〇 75 〇 100 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ 一般部分 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填

樹脂注入工法 指定部分 〇 行う 〇 行わない ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質

たてどい金物の取付け 狭幅部分 〇 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 〇 ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径4㎜の丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの

〇 図示 〇 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰ 一般部分 〇 ｼｰﾙ工法 〇

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 指定部分 材料 〇 ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂 〇 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝの取付け 狭幅部分 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質

〇 水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にﾓﾙﾀﾙを充填する。 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 一般部分 ● 欠損部改修工法 [4.1.4][4.2.2][4.3.7] 〇 ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径外径6㎜程度

〇 部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 指定部分 〇 〇

狭幅部分 ● 充填工法

〇 アルミニウム製笠木 [3.9.2、3] 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 一般部分 材料 〇 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ ● ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 注入工法用材料

全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 指定部分 〇 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ

〇 ｵｰﾌﾟﾝ形式 〇 押出250形 〇 BA-1 〇 標準色 狭幅部分 〇 既存モルタル塗りの [4.1.4][4.2.2][4.4.5、6]

〇 押出300形 〇 BA-2 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面一般部分 撤去 〇 行う （ 〇 全面 〇 図示の範囲 ） 〇 行わない

〇 押出350形 〇 BB-1 〇 特注色 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 指定部分

〇 〇 BB-2 狭幅部分 〇 ひび割れ部改修工法 〇 樹脂注入工法

〇 板材折曲げ形 〇 〇 保水係数：0.35～0.55 粘調係数：0.50～1.00

〇 2.0以上 〇 ﾀｲﾙ張り仕上げ面 〇 自動式低圧 0.2以上～1.0未満 〇 200～300 〇 〇 130 〇

〇 ｼｰﾙ形式 〇 板材折曲げ形 〇 〇 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 充填工法用材料

〇 2.0以上 〇 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3未満 〇 50～100 〇 〇 40 〇 〇 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ 〇 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 〇

ひび割れ部 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 0.2㎜以上1.0㎜未満 注入工法 0.3以上～0.5未満 〇 100～200 〇 〇 70 〇

既存笠木等の撤去 改修 ｼｰﾙ工法 0.2㎜未満 〇 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.5以上～1.0未満 〇 150～250 〇 〇 130 〇 ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法用材料

〇 行う（範囲 〇 図示 〇 ） Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 注入工法 〇 現場調合材料（ｾﾒﾝﾄは改修特記仕様書[8.2]ｺﾝｸﾘｰﾄ工事による）

〇 行わない 欠損部改修 充填工法(ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ) 100×100×30 〇 既調合材料 （ ）

〇 露出鉄筋等の処理無し 100×200×30 ｴﾎﾟｷｼ樹脂 〇 低粘度形 〇 中粘度形

下地補修の工法 〇 露出鉄筋等の処理有り 100×300×30 既製目地材

〇 図示 〇 充填工法(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ) 注入状況の確認方法 〇 使用する （ 形状 〇 図示による 〇 ）

ﾀｲﾙ部分張替え工法 〇 ｺｱ抜取りを行う 〇

板材折り曲げ形の笠木の取付方法 ﾀｲﾙ張替え工法 仕上げ厚又は全塗厚25㎜を超える場合の措置

〇 図示 〇 浮き部改修 ﾀｲﾙ部分張替え工法 抜取り個数 〇 図示による 〇

ﾀｲﾙ張替え工法 〇 長さ500ｍ毎及びその端数につき1個

棟上避雷導体ｼｽﾃﾑ 〇 無 〇 有 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ 一般部分 〇

樹脂注入工法 指定部分

笠木の固定金具の工法等 狭幅部分 抜取り部の補修方法

１章　適用区分による風圧力の（ 〇 1.0 〇 1.15 〇 1.3 ）倍 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ 一般部分 〇 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ又は無収縮ﾓﾙﾀﾙ等で埋め戻す 〇 図示

の風圧力に対応した工法 樹脂注入工法 指定部分

狭幅部分

〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰ 一般部分

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 指定部分

狭幅部分
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〇 共通事項 〇 浮き部改修工法 [4.1.4][4.2.2][4.5.9～15] 〇 タイルの形状、 [4.2.2] 〇 マスチック塗料塗り [4.1.5][4.6.2][表4.6.1]

ﾀｲﾙ張りの撤去 〇 外壁ﾀｲﾙ張り全面 〇 図示の範囲 寸法等 ﾀｲﾙの形状、寸法等 種別 〇 A種 〇 B種 （仕上材塗りEP-G 〇 B種 〇 A種 ）

撤去位置 〇 下地ﾓﾙﾀﾙまで 〇 張付けﾓﾙﾀﾙまで 〇 ﾀｲﾙのみ ● 外壁用塗膜防水材 [4.1.5][4.7.2、3][表4.7.1]

〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 〇 16 〇 25 〇 25 塗り

〇 ひび割れ部改修工法 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 ● 凹凸状 ● 凸部処理 ● 吹付け 〇

改修箇所 〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 13 〇 20 〇 12 〇 20 〇 25 〇 ゆず肌 〇 さざ波 〇 ﾛｰﾗｰ塗り 〇

〇 既存ﾀｲﾙ張り面 〇 既存ﾀｲﾙ撤去面 （ 〇 ｺﾝｸﾘｰﾄ面 〇 ﾓﾙﾀﾙ面 ） ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 〇 〇

〇 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 13 〇 20 〇 12 〇 20 〇 50 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 外壁用仕上塗材の耐候性 ● JIS A 6909の耐候性1種相当

〇 樹脂注入工法 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 〇 〇 〇 〇 〇

〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分 〇 9 〇 16 〇 25 下地挙動緩衝材の適用

〇 自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 0.2以上～1.0以下 〇 〇 130 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 適用する ● 適用しない

〇 200～300 〇 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 9 〇 16 〇 9 〇 16 〇 25

〇 手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 0.2以上～0.3未満 〇  50～100 〇  40 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 〇 〇 吹付け工法の模様材の種類

〇 機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 〇 〇 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面 〇 9 〇 16 〇 9 〇 16 〇 50 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

0.3以上～0.5未満 〇 100～200 〇  70 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 〇 〇 〇 〇 〇 （ 所要量 〇 0.3㎏/㎡以上 〇 ㎏/㎡）

〇 〇 〇 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 〇 〇 〇 25 標準的な曲がりの役物は一体成形とする

0.5以上～1.0以下 〇 150～250 〇 130 ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法 外壁用仕上塗材の種類

〇 〇 〇 ﾀｲﾙ部分張替え工法 試験張り 〇 行う 〇 行わない 〇

〇 ﾀｲﾙ張替え工法 見本焼き 〇 行う 〇 行わない （ 所要量 〇 0.25㎏/㎡以上 〇 ㎏/㎡）

ｴﾎﾟｷｼ樹脂 〇 低粘度形 〇 中粘度形

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質 ｺﾝｸﾘｰﾄ面のひび割れ部及び欠損部は、改修特記仕様書 4章外壁改修工事

注入状況の確認方法 〇 ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径4㎜丸棒で全ﾈｼﾞ切り加工したもの ● 既存塗膜等の除去、 [4.5.4] （ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ外壁改修）による

〇 ｺｱ抜取りを行う 〇 〇 下地処理及び

下地調整 〇 ｻﾝﾀﾞｰ工法 〇 既存仕上面全体 〇 行う ﾓﾙﾀﾙ面のひび割れ部及び欠損部は、改修特記仕様書 4章外壁改修工事（ﾓﾙ

抜取り個数 注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質 〇 図示 〇 ﾀﾙ塗り仕上げ外壁改修）による

〇 長さ500ｍ毎及びその端数につき1個 〇 ｽﾃﾝﾚｽ鋼(SUS304)呼び径外径6㎜程度 ● 高圧水洗工法 ● 既存仕上面全体 ● 行う ● 30～100Mpa程度

〇 〇 〇 図示 〇 〇 100～250Mpa程度 既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修特記仕様書 4章外壁改

〇 塗膜はく離剤 〇 既存仕上面全体 〇 行う 修工事（塗り仕上げ外壁等改修）による

抜取り部の補修方法 〇 ﾀｲﾙ部分張替え工法 工法 〇 図示 〇

〇 ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ又は無収縮ﾓﾙﾀﾙ等で埋め戻す 〇 図示 接着剤の種類 〇 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 〇 水洗い工法 〇 上記処理範囲以外の 〇 行う 〇 10～30Mpa程度

〇 JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 既存仕上面全体 〇 〇

〇 Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 〇 図示

材料 〇 ﾀｲﾙ張替え工法

〇 ｼｰﾘﾝｸﾞ材 充填材料 〇 1成分形又は2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 張り替え用材料 ● 下地調整塗材 [4.5.2]

〇 〇 JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 ● 下地調整塗材 （ 〇 C-1 ● C-2 〇 CM-2 ）

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の上にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの充填 〇 行う 〇 張り付けﾓﾙﾀﾙ （ 〇 現場調合材料 〇 既製調合ﾓﾙﾀﾙ ） 〇 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ

〇 行わない 〇

〇 可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ● 仕上塗材仕上げ [4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 建物内部に使用する塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

〇 欠損部改修工法 [4.1.4][4.2.2][4.5.8] 〇 改修標準仕様書[表4.4.2]による 〇 図示 ● F☆☆☆☆ 〇

〇 ﾀｲﾙ部分張替え工法

接着剤の種類 〇 ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 外装ﾀｲﾙ張り下地等の下地ﾓﾙﾀﾙ及び下地調整材塗りの接着力試験 新規仕上塗材の種類

〇 JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 〇 行う 〇 行わない 〇 薄付け仕上げ塗材

〇 ﾀｲﾙ張替え工法 〇 ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り

張り替え用材料 下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 〇 〇 適用する

〇 JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 〇 目荒し工法（改修標準仕様書[4.4.9](3)による） 〇 〇 適用する

〇 張り付けﾓﾙﾀﾙ （ 〇 現場調合材料 〇 既製調合ﾓﾙﾀﾙ ） 〇

〇 ﾀｲﾙ張りの工法 〇 厚付け仕上げ塗材

〇 外装ﾀｲﾙ 〇 密着張り 〇 改良圧着張り

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置 〇 改良積上げ張り 〇 ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ 〇 ﾏｽｸ張り

〇 改修標準仕様書[表4.2.2]による 〇 図示 〇 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り 〇 〇 適用する 〇 適用する

ｼｰﾘﾝｸﾞは、改修特記仕様書 3章防水改修工事により 〇 〇 適用する 〇 適用する

外装ﾀｲﾙ張り下地等の下地ﾓﾙﾀﾙ及び下地調整材塗りの接着力試験

〇 行う 〇 行わない 〇 有機系接着剤によるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り ● 複層仕上塗材

ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理

〇 ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙによるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り 〇 目荒し工法（改修標準仕様書[4.4.9](3)による）

下地ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 〇 ● 溶媒 ● 水系 ● 耐候型

〇 目荒し工法（改修標準仕様書[4.4.9](3)による） ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 〇 3種

〇 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 樹脂 〇 ｱｸﾘﾙ系 〇 耐候型

ﾀｲﾙ張りの工法 〇 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 〇 〇 2種

〇 外装ﾀｲﾙ 〇 密着張り 〇 改良圧着張り 伸縮調整目地、その他の目地 外観 〇 つやあり 〇 耐候型

〇 改良積上げ張り 〇 ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ 〇 ﾏｽｸ張り 〇 変成ｼﾘｺｰﾝ系 〇 〇 ﾒﾀﾘｯｸ 1種

〇 ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り 〇 目地改修工法 ｼｰﾘﾝｸﾞのその他の事項は、改修特記仕様書 3章防水改修工事による[4.1.4][4.5.16] 〇

ｼｰﾘﾝｸﾞは、改修特記仕様書 3章防水改修工事により

〇 可とう形改修用仕上塗材

〇 有機系接着剤によるﾀｲﾙ（ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ）張り 〇 目地ひび割れ部改修工法

ﾓﾙﾀﾙ塗りを行うｺﾝｸﾘｰﾄ素地面の処理 〇 伸縮調整目地改修工法

〇 目荒し工法（改修標準仕様書[4.4.9](3)による） 伸縮調整目地の位置及び寸法 〇 溶媒 〇 水系 〇 耐候型

〇 〇 図示 〇 〇 3種

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類 樹脂 〇 ｱｸﾘﾙ系 〇 耐候型

打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地 ｼｰﾘﾝｸﾞは、改修特記仕様書 3章防水改修工事による 〇 2種

〇 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 〇 外観 〇 つやあり 〇 耐候型

伸縮調整目地、その他の目地 〇 ﾒﾀﾘｯｸ 1種

〇 変成ｼﾘｺｰﾝ系 〇 〇

ｼｰﾘﾝｸﾞのその他の事項は、改修特記仕様書 3章防水改修工事による

－ －
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<ポリマーセメントスラリー> (試験方法) <床点検口> ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形及び現場調合形を対象とする。

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰは以下の仕様を満足した製造所の製品とする。 JIS A 6909「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体をﾀﾞｲﾔﾓﾝ 評価の対象とした床点検口は、一般庁舎等の屋内及び外部玄関ﾎﾟｰﾁ部分の歩行用とし、ｺﾝ (品質・性能等)

ﾄﾞｶｯﾀｰを用いて、ﾀｲﾙ周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、ｴﾎﾟｷｼ樹脂 ｸﾘｰﾄ床用ｽﾗﾌﾞ用を対象とする。また、寸法600㎜角程度までとする。 1) 材質等

接着剤で剛製ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。なお、 1) 機能による分類 混和材 ｾﾒﾝﾄ系(酸化ｶﾙｼｳﾑ及びｶﾙｼｳﾑ・ｻﾙﾌｧ・ﾙﾐﾈｰﾄ等によって膨張する性質を利用するもの)とする。

<乾式保護材(防水立上部押出成形セメント板)> 接着強さの測定箇所は、試験体の中からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。(全て ① 一般形(ﾊﾟｯｷﾝを装着しないもの及びｶﾞﾀﾂｷ防止用ﾊﾟｯｷﾝを装着したもの) ｾﾒﾝﾄ JIS R 5210「ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ」に適合した普通又は早強ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄとする。

が0.6N/㎟以上を確保していること)また、試験後の部材破断位置の表示を下記から ② 密閉形(ﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ等ﾒｶﾆｶﾙ構造にﾊﾟｯｷﾝを装着したもの) 砂 土木学会ｺﾝｸﾘｰﾄ標準示方書に定められた品質を有するもので、特に精選されたものを絶対乾

選び明記する。 ③ 結露防止形 燥状態で使用しなければならない。

(試験方法) T：ﾀｲﾙの母材破断 TM：既調合ﾓﾙﾀﾙとﾀｲﾙの界面破断 2) 使用箇所による分類 ただし、現場調合形に使用される砂の乾燥状態については、規定しない。

1) 試験室の状態は温度20±2℃、湿度65±10％の標準状態とする。 M：既調合ﾓﾙﾀﾙの母材破断 MG：既調合ﾓﾙﾀﾙと下地板の界面破断 ① 屋内外用 ： 屋外及び屋内の水掛り部分並びに多湿な箇所の床に設けるもの 2) 品質・性能

2) 注入試験 G：下地板の母材破断 で、特に防錆措置を講じた製品とする。 ｺﾝｼｽﾃﾝｼｰ Jﾛｰﾄによる流化時間：練混ぜ完了から3分以内の値は、8±2秒

注入性試験用ﾓｰﾙﾄﾞ(内高700㎜、内法50㎜、間隙3㎜)を鉛直に支持し、片側面中央の注 ② 適用ﾀｲﾙが「小口ﾀｲﾙ・二丁掛けﾀｲﾙ」の場合 ② 屋内用 ： 上記以外で一般室内等の床に設ける製品とする。 ﾌﾞﾘｰｼﾞﾝｸﾞ 練混ぜ2時間後のﾌﾞﾘｰｼﾞﾝｸﾞ率は、2.0％以下とする。

・金属複合板 入口(11㎜φ)より内法8㎜のﾉｽﾞﾙを用いて水平方向に、試料は混練後10分及び40分の2 (試験体の作製) 3) 仕上げ材による分類 凝結時間 凝結開始時間：1時間以上、終結時間：10時間以内

種類の条件下で試験を行う。注入時の圧力は密閉ﾀﾝｸ内の空気圧が15N/㎝、ﾀﾝｸ吐出口 JIS A 5371「ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品」に規定する普通平板N-300を下地板とし、表 ① 張物用 ： 形状がﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙなどの張物に適したﾀｲﾌﾟのもの 膨張収縮(無収縮性) 材齢7日で収縮しないこと。

厚さ(mm) より上方50㎜の刻線から150㎜の刻線までｽﾗﾘｰが到着する間の時間t0(s)及び下方50㎜ 面をｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰを用いて軽く研磨した後、水浸しを行い直ちに1)で調製した試料を ② 充填用 ： 形状が陶磁器質ﾀｲﾙなど下地にﾓﾙﾀﾙ等を充填できるﾀｲﾌﾟのもの 圧縮強度 材齢3日：20.0N/㎟以上、材齢28日：40.0N/㎟以上

幅　(mm) の刻線までｽﾗﾘｰが到着する間の時間t4(s)を求める。拡がり速さ及び粘調係数は 厚さ7㎜になるように塗付ける。直ちにJIS A 5209「ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ」に規定するﾀｲﾙで押 ③ 張物・充填用： 上下逆使用により上記1)、2)のいづれにも対応できるﾀｲﾌﾟのもの 塩化物量 0.30㎏/㎥以下

長さ(mm) 出又はﾌﾟﾚｽ成形による施ゆうの「小口ﾀｲﾙ108㎜×60㎜×12㎜」を4枚2列、計8枚を 4) 主要部材の材種 注)現場調合形について上記の各性能は、標準使用量及び標準配合における数値とする。

圧着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、 ① 受け枠、蓋枠の材種 (試験方法)

これを試験体とする。 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製、ｽﾃﾝﾚｽ鋼製、鋼製(防錆処理) 1) 東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社及び西日本高速道路(旧:日本道路

(試験方法) (ただし、二重蓋の場合の中蓋は、上記のほか鋳鉄製等を含む。) 公団)規格(JHS)312-1999「無収縮ﾓﾙﾀﾙ品質管理試験方法」による。

ただし、Vu：上方向への拡がり速さ(㎝/s)、Vd：下方向への拡がり速さ(㎝/s) 「ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ」の場合と同様に行う。 ② 底板の材種 なお、ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形と現場調合形で混和材が同一の場合の試験はﾌﾟﾚﾐｯｸｽ形のみとする。

3) 保水試験 5) 接着強さ(温冷繰返し後)の試験方法 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製、ｽﾃﾝﾚｽ鋼製、鋼製(防錆処理) 2) 塩化物量の試験は、JIS A 1144「ﾌﾚｯｼｭｺﾝｸﾘｰﾄ中の水の塩化物ｲｵﾝ濃度試験方法」によ

ｶﾞﾗｽ板(200㎜×200㎜×5㎜)上に、JIS P 3801「ろ紙(化学分析用)」に規定するろ紙( (試験体の作製) (品質・性能等) る。
曲げ強さ 標準時 直径185㎜)をのせ、その中心部にｺﾞﾑ型ﾘﾝｸﾞ(内法50㎜、外径85㎜、高さ10㎜)を設定す 「ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ」及び「小口ﾀｲﾙ・二丁掛けﾀｲﾙ」とも、各々4)接着強さ(標準時)の試験方 1) 品質
曲げﾓｰﾒﾝﾄ 凍結融解完了時 る。ﾘﾝｸﾞ内に試料を流し込み、ﾍﾗで盛り上がり部分をかきとり、蒸気ｶﾞﾗｽ板をその上 法の「試験体」と同様とする。
(※1) (ｻｲｸﾙ数) からのせて試料をはさみ、天地を逆にして静置し、60分後のろ紙への水分のしみだし (温冷繰返し試験) 受け枠材、 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材 <屋上緑化ｼｽﾃﾑ(板状成形品ﾀｲﾌﾟ)>
吸水率 の長径及び短径を測定し、その平均値Dを求める。 「ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ」及び「小口ﾀｲﾙ・二丁掛けﾀｲﾙ」とも、各々JIS A 6909に規定する「建築 蓋枠材 JIS H 4100「ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 屋内外用に同じ。 屋上緑化ｼｽﾃﾑは、以下の仕様を満足した製造所の製品とする。
吸水による長さ変化率 用仕上塗材」に7.11温冷繰返し試験に準じて行う。試験の手順は、試験体を20±2℃の 押出形材」のA6063S-T5又はこれらと ただし、その他の構成材(底板、補強材、 管理方法による区分 屋上緑化ｼｽﾃﾑ(板状成形品ﾀｲﾌﾟ)

難燃性 水中に18時間浸せきした後、直ちに-20±2℃の恒温器中で3時間冷却し、次いで50±3 同等の性能を有するもの。 ｺｰﾅｰﾋﾟｰｽ等)が屋内用の材質のもの。 有効土壌層の最大厚さ(㎝) 表示項目

4) 長さ変化試験 ℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間を1ｻｲｸﾙとする操作を10回繰り返した後、 (同上表面処理) (同上表面処理) 有効土壌層の最大厚さの質量(N) 表示項目

鋼製円柱体ﾓｰﾙﾄﾞ(内径50㎜、内高100㎜)に試料を流し込み、ﾓｰﾙﾄﾞ上端を定規で水平に 試験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視によって調べる。 JIS H 8602「ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 屋内外用に同じ。 透水ﾌｨﾙﾀｰの材質及び透水性能試験専用 材質は、合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるもので

ならし、その中心部に5㎜×5㎜のｶﾞﾗｽﾌﾟﾚｰﾄをのせ、糸を直交させて張り押さえる。24 (温冷繰返し後の接着強さ試験方法) の陽極酸化塗装複合皮膜」のB種又は ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 土壌を用いた定水位透水試験での透水係 あること。透水性能は、その週の数値が直前の週の数値

時間、20±2℃、65±10％RHに放置したのち、ﾓｰﾙﾄﾞ上端中心部の上下方向の長さ変化 「ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ」及び「小口ﾀｲﾙ・二丁掛けﾀｲﾙ」とも、各々温冷繰返し試験完了後の試験 JIS H 8610「ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金 JIS G 4305 SUS430又はこれらと同等の 数(㎝/s)の時間変化 より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できる

⊿Lをﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰ(1/100㎜)で求める。 体を、標準状態で2日間静置養生した後、標準時の接着強さ試験方法と同様に行う。 の陽極酸化皮膜」のAA15並びにこれ 性能を有するもの こと。

(全てが0.40N/㎟以上を確保していること) らと同等の性能を有するもの (目地ともの場合の表面仕上) 透水、排水層等構成材の主要材質 合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

6) 長さ変化率の試験方法 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 屋内外用に同じ。 (保水層を有する場合は、保水層共)

5) 引張接着強さ JIS A 6203「ｾﾒﾝﾄ混和用ﾎﾟﾘﾏｰﾃﾞｨｽﾊﾟｰｼﾞｮﾝ及び再乳化形粉末樹脂」9.9長さ変化率試験 JIS G 4305「冷間圧延ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及び ・ 鋼製 排水層 植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植え込

JIS A 5371の附属書2に規定する普通平板N-300を下側にし、JIS A 5430(繊維強化ｾﾒﾝﾄ に準ずる。 鋼帯」のSUS304、SUS430J1L、SUS443 a. JIS G 3313「電気亜鉛めっき鋼板及 み土壌を支え、流出しない構造を持つこと。

板)に規定するｽﾚｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ(s)(300㎜×300㎜×5㎜)の中心部の径11㎜の注入口より、注 7) 曲げ強さの試験方法 J1又はこれらと同等の性能を有する び鋼帯」の類にﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付塗装等 排水層の鉛直方向の排水性能(ℓ/㎡・h) 240以上

入試験に準ずる方法で試料を鉛直方向に注入する。注入は、四隅の空気抜きのすべて JIS A 6916「建築用下地調整塗材」7.11曲げ強さの試験に準ずる。 もの の防錆処理を行ったもの。 耐荷重性能 最大有効土壌層厚の単位面積当たりの重量の1.5倍以上、

剛性(※3) から試料がはみ出るまで続ける。材齢28日における引張接着試験を建研式引張接着試 試験室の状態：試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％とする。 (目地ともの場合の表面処理) b. JIS G 3313の鋼板に公共建築工事標 排水層の許容圧縮強度(N/㎡) かつ一般ﾒﾝﾃﾅﾝｽ時の上部歩行に際し破壊しないこと。3

※1　ｽﾊﾟﾝ40㎝における単位幅1㎝あたりの曲げﾓｰﾒﾝﾄ 験を用いて行う。荷重速度は、毎秒20㎏とする。試験に先立ち、40㎜×40㎜角の鉄製 HL又は№2B仕上げ程度とする。 準仕様書表18.3.1及び表18.3.2のさ ×104以上の載荷重で破損・有害なひずみなど異常のな

※2　明らかに吸水しないと認められるものは耐凍結融解試験を省略できる ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄをｴﾎﾟｷｼ樹脂系接着剤で所定の試験箇所に、その硬化を見計る <既調合目地材> び止め塗料塗り等の防錆処理を行っ いこと。(保水層を有する場合は、保水層共)

※3　剛性＝E×I　E:素材のﾔﾝｸﾞ係数　I:製品の断面2次ﾓｰﾒﾝﾄ (品質・性能) たもの。 耐根層及び 耐根層 重ね合わせ部分を含め、ｸﾏｻﾞｻ等の地下茎伸長力の強い

　 　ｽﾊﾟﾝ40㎝幅30㎝の中央曲げ時に荷重720Nの時、たわみが4㎜以下となる剛性 c. 上記a、b各々に同等の性能を有する 耐根層保護層 植物に対して３年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

(試験方法) 試験体個数は、5個とし、その平均値及び変動係数を求める。 もの。 性及び耐久性のあるものであること。

1) 寸法の測定方法 6) 曲げ試験 (試験方法) 耐根層保護層 材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

厚さ： 供試体の周辺から20㎜以上内側の四隅を0.05㎜まで測定出来る測定器で測り、 曲げ試験は、JIS A 1171(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの試験方法)に準じ、試験体個数は3個とし、 1) 試験の条件 かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

4点の平均値を求めてﾊﾟﾈﾙ厚さとする。 その平均値を求める。試験体成形後、温度21±3℃、湿度80％RH以上で24時間養生し、 試験室は、温度20±2℃、湿度65±5％RHの標準状態とする。また試験に使用する材料、 二重蓋の場合の中蓋 ・ 鋳鉄製：JIS G 5501「ねずみ鋳鉄品」のFC150、FC200 こと。ただし、耐根層を保護ｺﾝｸﾘｰﾄ(絶縁ｼｰﾄも含む)の

幅： 供試体を平らな台に置き、供試体のほぼ中央1箇所の幅寸法をJIS B 7512「鋼 脱型後27日間、1)試験条件に示す温湿度で養生した後、曲げ試験を行う。曲げ強度は、 器具などを、予め24時間以上標準状態に置いた後使用する。 ・ その他：塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂製等 下に設ける場合は省略することができるものとする。

製巻尺」に規定する目量が1㎜の1級ｺﾝﾍﾞｯｸｽﾙｰﾙ又は、JIS B 7516「金属製直尺 次式により求める。 2) 試料の調製 目地材 ・ JIS H 3100「銅及び銅合金の板並びに条」のC2600、C2720、C2801の類及 ｼｽﾃﾑ総重量(N/㎡) 土壌を除く(表示項目)

」に規定する目量が、1㎜の1級直尺を用いて測定する。 曲げ強度(N/㎟) 0.00234 × Pmax Pmax：最大荷重(N) 正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2Lの試料を練り上げるのに要する材料に相 びJIS H 3250「銅及び銅合金の棒」のC3602、C3604の類又は同等の性能 保水層を有する場合の保水性能(ℓ/㎡) 保水空間体積(表示項目)

2) 曲げ強度試験は、JIS A 1408「建築用ﾎﾞｰﾄﾞ類の曲げ及び衝撃試験方法」による。 7) 吸水試験 当する量の練りまぜ水を計算して用意する。 を有するもの。 水平方向排水性能(ℓ/㎡) 排水空間体積(表示項目)

試験体は、3号試験体とする。 6)と同様に作成した試験体を脱型後、温度20±2℃、湿度65±10％で27日間養生してか 練りまぜは、JIS R 5210「ｾﾒﾝﾄの物理試験方法」11.2に規定する練り混ぜ機を使用し、 ・ JIS G 4305「冷間圧延ｽﾃﾝﾚｽ鋼板及び鋼帯」のSUS304、SUS430J1L、SUS4 植栽 各種の栽培が対応可能な構造とするが種類については評

幅及び厚さは製品寸法とし、支持ｽﾊﾟﾝ長さは400㎜とする。試験方法は試験体の表面か ら吸水試験を行う。吸水直前の質量W0を求め、次に試験体を20±2℃の静水中に浸せき 練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練り混ぜて試 43J1及びJIS G 4308「ｽﾃﾝﾚｽ鋼線材」のSUS304又は同等の性能を有するも 価の対象とはしない。

らｽﾊﾟﾝ中央全幅に集中荷重を載荷し、試験体が破壊した時の最大荷重を測定する。同 し、72時間経過後、取り出し手早く試験体表面を湿布でふき、直ちに質量W1を求める。 料とする。 の。 再生材の利用 各材料の利用率の分析結果を確認し、表示項目とする

時に破壊時の中央部のたわみ量について、変位計を用いて測定する。測定項目につい 次式により吸水率を計算し、3個以上の平均値を求める。 3) 保水性(ろ紙法) 底板材、受け板材・ ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 ・ ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 自動灌水装置  有  無

ては、凍結融解試験前と同試験100, 200, 300ｻｲｸﾙ完了後の合計4項目に亘って測定す JIS R 3203「ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ及び磨き板ｶﾞﾗｽ」に規定する磨き板(縦200㎜、横200㎜、厚さ 蓋枠材のｺｰﾅｰﾋﾟｰｽ及 JIS G 4305のSUS304、SUS430J1L、SUS443J1 JIS G 4305のSUS430又 有の場合は、装置名を記入し、装置の資料を提出する。

る。(窯業系ﾊﾟﾈﾙⅡ類は200ｻｲｸﾙまでとする。)なお、荷重を加える時の平均速度は1～ 5㎜)の上にJIS P 3810「ろ紙(化学分析用)」に規定する5Aろ紙(直径18.5㎝)をのせ、 び底板補強材 又は同等の性能を有するもの。 はこれらと同等の性能 (試験方法等)

3分間で予想最大荷重に達する程度とする。 8) 耐久試験 その中央部に真ちゅう製ﾘﾝｸﾞ型わく(内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜)を設置し、2)で練 JIS G 4308のSUS304又は同等の性能を有す を有するもの。 1) 透水ﾌｨﾙﾀの透水性能

3) 吸水率試験は、JIS A 5430「繊維強化ｾﾒﾝﾄ板」に準じて行う。 耐久試験は、促進劣化処理として、1)温冷繰返し処理及び、2)乾湿繰返し処理の2種類 り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。その後、直ちにﾘﾝｸﾞ型わく上部にｶﾞﾗｽ板を るもの。 ・ 鋼製 ① JIS A 1218「土の透水試験方法」の定水位透水試験に準じたｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの透

4) 不燃の試験は、JIS A 1321「建築物の内装材料及び工法の難燃性試験方法」に準じて の処理法を適用する。試験回数は、24時間を1ｻｲｸﾙとして10ｻｲｸﾙ行い、劣化の程度の判 当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるように静置する。10分後にろ紙へにじみ ・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ板 a. 受け枠材、蓋枠材 水性試験装置の下部に試験体(透水ﾌｨﾙﾀ)をｾｯﾄし、その上に砂(JIS A 5308「ﾚﾃﾞｨﾐ

行う。 定方法として、曲げ強さ(JIS A 1171)の方法を適用する。 出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長さをﾉｷﾞｽを用い JIS H 4000「ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の板及 の鋼製aに同じ ｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ」付属書Aに規定する砂及びｼﾙﾄ#250を容積比9:1の割合で混合し、高さ8

5) 吸水による長さ変化率試験は、試験体(幅40×長さ160㎜×素材厚さ)を乾燥機に入れ、 て1㎜まで測定する。試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求め び条」のA1100P H24又は同等の性能を有す b. 受け枠材、蓋枠材 0㎜の試験容器に加圧せずに均一に充填する。

その温度を60±3℃に保ち24時間経過した後取り出してJIS K 8123「塩化ｶﾙｼｳﾑ(試薬)」 る。 るもの。 の鋼製bに同じ (試験体1体)

に規定する塩化ｶﾙｼｳﾑ又はJIS K 1464「工業用乾燥剤」に規定する品質に適合するｼﾘｶ <シリンダ本締まり錠> 保水率(％) ＝ 50 / 平均値 × 100 注) 50：ﾘﾝｸﾞ型わくの内法(㎜) (同上表面処理) c. 受け枠材、蓋枠材 ② 常温で1日置いた後、上部より給水する。給水5日間連続後取り出して自然水切り

ｹﾞﾙで調湿したﾃﾞｼﾞｹｰﾀに入れ、常温まで冷却する。次に、試験片の標線間隔が140㎜に (品質・性能) 4) 単位容積質量 JIS H 8602のB種又はJIS H 8601B種又はJIS の鋼製cに同じ 2日とした給水ｻｲｸﾙを繰り返す。週2回を下回らない測定回数で圧力差の水頭差110

なるように標線を刻む。その後、1/150㎜以上の精度をもつｺﾝﾊﾟﾚｰﾀを用いて標線間の 1) 外観及び機能 2)で練り混ぜた試料を、JIS A 1171「ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの試験方法」の6.4に規定する方 H 8601のAA15並びにこれらと同等の性能を ㎜を保持したまま、1分間の透水量を計量し、透水係数を算出する。なお、乾燥工

長さを測定し、それを基準(L1)とする。次に試験片の長さ方向を水平にこば立てし、 ① 錠及びその付属品は、全体の形状が正しく、傷、鋳すなどがあってはならない。 法で求める。 有するもの。 程の試験室は室温20±3℃、湿度60±5％とする。

その上端が水平下役30㎜となるように保持して、常温の水中に浸せきする。24時間経 ② 操作は円滑で、必要以上のゆるみ、がたつきなどがあってはならない。 5) 長さ変化率 ・ 充填用は、補強材及びｺｰﾅｰﾋﾟｰｽの類がﾓﾙﾀﾙ ③ 水切り工程は試験体の入った試験装置を取り出し、試験室内に水が切れる状態で

過した後、試験片を水中から取り出して湿布で表面に付着した水を拭き取り、再び標 ③ 各部のばねは、弾力が適切でなければならない。 2)で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.8長さ変化率試験に従って行う。 内に埋め込まれる場合は鋼製も可とする。 保管する。

線間の長さ(L2)を測る。吸水による長さ変化率(ΔL)は次式によって求める。 ④ ｼﾘﾝﾀﾞはﾋﾟﾝﾀﾝﾌﾞﾗｰ又はﾛｰﾀﾘｰﾃﾞｨｽｸﾀﾝﾌﾞﾗｰとし、ﾀﾝﾌﾞﾗｰの本数は6本以上とする。 6) 吸水量 ﾊﾟｯｷﾝ材 ・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｺﾞﾑ、軟質塩化ﾋﾞﾆﾙ、ｸﾛﾛﾌﾟﾚﾝ、ｽﾎﾟﾝｼﾞﾗﾊﾞｰ及びｴﾁﾚﾝﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ等 ④ 各ｻｲｸﾙごとに透水係数の推移をｸﾞﾗﾌ化し、6週間を過ぎるまでにその週の数値が直

(ΔL)＝(L2－L1)/L1×100 ΔL：吸水による長さ変化率(％) ⑤ ﾊﾞｯｸｾｯﾄは下記による。 2)で調整した試料を用いてJIS A 1404「建築用ｾﾒﾝﾄ防水剤の試験方法」の7.5に規定す 外枠と蓋枠の材質、形状に滴する弾力性、密着性を有するものとする。 前の週の数値より高い値を維持し、透水係数の上昇傾向を確認できれば目詰まり

L1：乾燥時の標線間の長さ(㎜) L2：吸水時の標線間の長さ(㎜) ｲ) 握り玉の場合は、60㎜以上 ﾛ) ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙの場合は、50㎜以上 る方法で24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。 ｱﾝｶｰ材 ・ 鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの又は同等の防錆性能を が解消方向にあると判断し、合格とする。

6) 耐凍結融解性能試験は、JIS A 5422「窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ」の気中凍結水中融解法によっ ⑥ ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄの出寸法は、17㎜以上とする。 有するもの。 ⑤ 試験開始後6週間、流水時間合計が30日を超えた時点で透水係数がまだ上昇に転じ

て行う。100,200,300各ｻｲｸﾙ完了時の曲げ強度測定及び外観の状態を観察する。(窯業 ⑦ 鍵付きのものは、3個のかぎを付属しなければならない。なお、ﾏｽﾀｰｷｰ、ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾏｽ 取っ手 ・ 黄銅鋳物製、黄銅製、ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材・合金鋳物製、ｽﾃﾝﾚｽ鋳鋼品、ｽﾃﾝ ない場合は、その後も透水量が増加する方向へ向かうまで流水時間を延長して確

系ﾊﾟﾈﾙⅡ類は200ｻｲｸﾙまでとする。)凍結融解操作の試験条件は、試験片の切断小口面 ﾀｰｷｰ、ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｷｰなどのｷｰｼｽﾃﾑが構築できること。 <天井点検口> ﾚｽ鋼製など堅牢な材質とする。 認することも可とする。この場合は申請者と協議するものとする。

をあらかじめｼｰﾙし、5～35℃の清水中に24時間浸せきさせた後、凍結融解試験装置の 2) 錠前類の性能 材質等 合成樹脂製等はｽﾃﾝﾚｽ鋼材、ｱﾙﾐﾆｳﾑ押出形材等で表面を被覆し、衝撃によ 2) 保水層の保水性能：保水空間体積の算定値または実測値による。

槽内に設置し、-20±3℃の気中で約2時間の凍結、20±3℃の水中で約1時間の融解を行 ① 性能は、評価委員会が認める試験機関でJIS A 1541-1「建築金物－鍵－第１部：試 1) 内外枠の材質はｱﾙﾐﾆｳﾑ製とし、下記による。 る変形・割れが生じない構造のものとする。 （保水層を有する場合のみ）

う約3時間を1ｻｲｸﾙとする。 験方法」による試験を行い、その結果を確認している。但し、耐蝕性については確 ① ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材JIS H 4100 A6063S又は同等の性能を有するものと 錠 ・ 黄銅製、ｽﾃﾝﾚｽ製、亜鉛合金製(ｸﾛﾑめっき)の類とする。 3) 排水層の排水性能：排水量の算定値または実測値による

7) 耐衝撃性能試譲は、JIS A 1408「建築用ﾎﾞｰﾄﾞ類の曲げ及び衝撃試験方法」の衝撃性試 認していない。 する。 2) 許容差 4) 耐根層の耐根性能：3年間の実績資料の確認(その他)による。

験に準じて行う。試験体の支持装置は記号S2対辺単純支持方法による。試験体の大き ② 各試験における性能基準及び試験回数は、JIS A 1541-2「建築金物－鍵－第２部： ② 表面処理：「ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の陽極酸化被膜」JIS H 8601（AA6)又は同等の 製品の寸法許容差 [単位：㎜] 5) 排水層の耐荷重性能

さは、4号(長さ長さ400㎜,幅300㎜)とする。おもりは、鋼製のなす形おもりとし、記 実用性能項目に対するｸﾞﾚｰﾄﾞ及び表示方法」のｸﾞﾚｰﾄﾞ3とし、下記により確認して 性能を有するものとする。 ① 最大土壌層の単位面積当たりの重量の1.5倍かつ3×10
4
N/㎡の等分布荷重による加

号(W1-1000)、質量1000gとする。試験体を支持装置で支持して、堅固な床に水平に置 いる。 2) 内枠及び外枠のｺｰﾅｰﾋﾟｰｽ 圧試験を行い、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊の起きない事を確認する。

き、おもりをを試験体のほぼ中央の鉛直上1.0mから試験体の弱点部に自然落下させ、 性能試験項目 ① 鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。 3) 性能 又その時の圧縮応力に対する歪み(％)を測定する。(保水層を有する場合は保水層

裏面に達する穴の「有・無」を確認する。金属複合板の残留変形量は最大くぼみ深さ ｷｰによる施錠機構の施解錠繰り返し試験 3) 外枠の取付け金物 ① 構造 も対象とする。)

を測定する。 ｷｰ抜き差し繰り返し試験 ① 吊り金物 ｲ) 加工は、受け枠・蓋枠とも四隅の接続部に目違い・ずれ・隙間等がない構造で ② 試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にｾｯﾄした3体とする。
ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄの押込み強度試験 鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。 あること。 加圧速度は10㎜/min以下とする。
ﾃﾞｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄの側圧強度試験 ② 同上取付ﾎﾞﾙﾄ ﾛ) 組立は、受け枠・蓋枠とも四隅の接続部を溶接接合及び留付補強材などにより (その他確認事項)

<ポリマーセメントモルタル> 鋼製に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するものとする。 留付けた堅牢な構造であること。 実績は施工後3年間以上、かつ、施工面積100㎡以上の案件を1件以上含む販売実績5件以上

1) 性能 4) 内枠の仕上げ材留付金具 ﾊ) 閉鎖状態において蓋枠と受け枠に面外の目違いのない構造であること。また、 について下記事項を確認している。なお、複数の製品を申請している場合、材質・部材構

<既製調合モルタル> ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金押出形材、亜鉛めっき鋼板の類及びこれらと同等の性能を有す 蓋と受け枠の接触部は、歪みなく、歩行などに際してがたつきその他の支障が 成が異なるなど下記1)～5)の各項目について各々個別に確認を要するときは、その実情に
下がり量(㎜) ﾓﾙﾀﾙ下地としたﾀｲﾙ工事に使用する張付け用モルタルとして、ｾﾒﾝﾄ、細骨材、混和剤を予め るものとする。 生じない構造であること。 応じて別途確認している。
表面の状態 工事において所定の割合に配合した材料とする。 性能等 ﾆ) 錠付きの場合の施錠・解錠は、鍵又は開閉用ﾊﾝﾄﾞﾙ式とする。 当該の案件に対し、下記に関する最近の調査報告書を提出する。

曲げ強さ(N/㎟) (品質・性能) 1) 構造 ﾎ) ｱﾝｶｰは、四隅均等かつ堅固に固定できる位置にあること。 1) 植物の生育状態 ： 施行時と比べ順調に生育していること。
圧縮強さ(N/㎟) ① 加工は、外枠・内枠とも四隅の接続部に目違い・ずれ・隙間等がない構造である ② 試験性能 2) 耐根層の状態 ： 根が貫通したり、耐根層が痛んでいないこと。

標準条件 こと。 ｲ) 蓋中央部が荷重値Pn=1,000Nにおいて残留たわみが点検口の有効径の0.08%以内 3) 耐根層保護層の状態 ： 腐食、破壊されていないこと。
特殊条件 ② 組立は、外枠・内枠とも四隅の接続部に留付補強及び溶接等による堅牢な構造で であること。 4) 排水基盤の状態 ： 腐食、破壊されていないこと。

(試験方法) あること。 ﾛ) 受け枠・蓋その他に使用上支障がないこと。 (保水層を有する場合は保水層共)
透水性 表面の濡れ、水滴の付着がないこと。 1) 試験の調製 ③ 開閉操作は、容易であること。また、閉鎖状態では開閉部が振動などによる開口 ﾊ) 破壊荷重は、荷重値Pnの2倍以上であること。 5) 土壌の安定状態 ： 風雨で土壌が吹き飛ばされていないこと

1) 均質で有害と認められる異物の混入がないこと。 製造業者に定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り ・脱落などが生じない構造であること。 (耐荷重試験方法) 6) 排水路への土壌の流出状況 ： 排水路はきれいに保たれていること
2) 高分子ｴﾏﾙｼｮﾝは、常温。常湿において製造後6ヶ月間保存しても 上げるのに要する材料と練まぜ水を計算して用意する。 ④ 閉鎖状態において内蓋(内枠)と外枠にずれ・目違いが生じない構造であること。 1) 試験体 7) その他全般的な問題の有無

変質しないこと。 練りまぜは、JIS R 5201「ｾﾒﾝﾄの物理試験方法」の10.2に規定する練りまぜ機を使用 ⑤ 天井下地に設けた取付け用補強材への固定は、施工が容易で、且つ緩み・脱落が 試験体は、受け枠・蓋枠ともｱﾙﾐﾆｳﾑ製を含む場合は、ｱﾙﾐﾆｳﾑ製(目地材にｽﾃﾝﾚｽ製等を
接着耐久性(N/㎟) し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混 生じない構造であること。また、吊り金物は外枠を天井下地取付け用ﾁｬﾝﾈﾙに直接 使用したものも可)を優先する。また、仕上げ材を張付けないもの(底板面)とし、下
透水量(mℓ/hr) ぜて試料とする。 留付ける方式(天井ﾎﾞｰﾄﾞなどの仕上げ材を挟んで固定しない方式)であること。 記製品について実施する。
吸水量(g) 2) 保水率の試験方法 ⑥ 内蓋と仕上げ材の剥離・脱落が生じない構造であること。 ① 貼り物用とし、600㎜角程度とする。
長さ変化率(％) JIS R 3202「ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ及び磨き板ｶﾞﾗｽ」に規定する磨き板ｶﾞﾗｽ(縦150㎜、横150㎜、 2) 耐久性能(繰り返し開閉試験) ② 枠見込みは、原則として、40㎜以下(申請品の中で耐荷重に対してたわみ値が大き

(試験方法) 厚さ5㎜)の上にJIS P 3801「ろ紙(化学分析用)」に規定する5Aろ紙(直径11㎝)をのせ、 ① 繰返し試験後の内蓋の垂れ下がりが、100回及び300回で、0.5㎜以内。 いと想定される製品)とし、蓋の底板は単層の製品で、補強材は各製品のうち断面

1) だれの試験は、JIS A 5371「ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品」の附属書B(規定)及び推奨仕様 その中央部に真ちゅう製ﾘﾝｸﾞ型わく(内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜)を設置し、1)で調 ② 繰返し試験後、使用上支障をきたす異常がないこと。 係数が小さいものとする。また、材質・厚さ・形状・位置は常時生産品とする。

B-1に規定する普通平板の表面をﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼ等で洗浄し、その上に厚さ10㎜、幅100㎜、 製した試料を金べらで平滑に詰込む。 3) 寸法許容差(枠の許容差) 2) 試験

長さ50㎜の寸法にﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙを塗り付け、塗り付け開始から5分後に、平らに置か その後、直ちにﾘﾝｸﾞ型わく上部にｶﾞﾗｽ板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部 ① 試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50㎜の加圧板を設置し加圧する。

れていた平板を直角に立て起こし、そのままの状態静置する。24時間後のﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ になるようにして静置する。60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認め ② 本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。

ﾓﾙﾀﾙの変形状態を観測し、その形状異常の有無とだれの長さを測定する。 られた方向とこれに直角な方向の長さをﾉｷﾞｽを用いて、1㎜の単位まで測定する。試験 4) 外部軒天井への取付け ③ 本試験は、1000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返しを行った後、その後試験体が破壊

2) 曲げ強さ、圧縮強さの試験は、JIS A 1171「ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙの試験方法」の7.2による。 は3回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。 ① 吊り及び固定金具の支持方法について現地の条件に適合させること。 する(終局荷重)まで加圧する。

3) 接着強さの試験は、JIS A 1171の7.3による。 保水率 ＝ 50 / 平均値 × 100 (注) 50：ﾘﾝｸﾞ型わくの内径(㎜) ② 内外枠の表面処理は、JIS H 8602「ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びｱﾙﾐﾆｳﾑ合金の陽極酸化塗装複合被 3) 測定

4) 透水性の試験は、JIS A 5430「繊維強化ｾﾒﾝﾄ板」の10.6による。 3) 単位容積質量の試験方法 膜 」のB種又は同等以上の性能を有するものとする。 測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠の変形その他の異常に

5) 接着耐久性試験(温冷繰返し後)は、JIS A 1171の7.9による。 JIS A 1171「ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄの物理試験方法」に準ずる。 ③ 内枠閉鎖時の固定は、2点締り等閉鎖機構の追加が可能であること。 ついて1,000Nまで3回繰り返し荷重毎に記録する。また、終局荷重を記録する。

6) 透水量試験は、JIS A 6916「建築用下地調整材」の7.15による。 4) 接着強さ(標準時)の試験方法 ④ 仕上げ材の固定は押え枠の追加、留付けﾋﾞｽの追加に対応できること。 4) 試験結果の判定は下記による

7) 吸水量試験は、JIS A 1171の7.4による。 ① 適用ﾀｲﾙが「ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ」の場合 試　験 ① 蓋中央部の加圧荷重値Pn=1,000Nにおいて

8) 長さ変化率試験は、JIS A 1171の7.6による。 (試験体の作製) 1) 試験体は、一般事務室用とし、枠見込み40㎜内外(ただし、申請品のうち枠見込みが少 ｲ) 残留たわみが点検口の有孔径の0.08％以内であること。

9) 試験室の状態 試験室は、湿度20±2℃、湿度60％以上とする。 JIS A 5371「ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製品」の規定する普通平板N-300を下地板とし、表 ない等変形が生じやすいと想定される場合は、当該製品とする。)を標準とする。吊り ﾛ) 受け枠・蓋その他に使用上支障がないこと。

面をｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰを用いて軽く研磨した後、水浸しを行い直ちに1)で調製した試料を 金物は外枠を天井下地取付け用ﾁｬﾝﾈﾙに直接留付ける方式(天井ﾎﾞｰﾄﾞなどの仕上げ材を ② 破壊荷重は、荷重値Pnの2倍以上とする。

厚さ5㎜になるように塗付ける。直ちにJIS A 5209「ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ」に規定するﾀｲﾙで押 挟んで固定しない方式)とする。国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標

出し又はﾌﾟﾚｽ成形による施ゆうの150角ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ(外のり寸法約300㎜×300㎜)」を圧 準仕様書(建築工事編)」１４章４節により製作した試験体固定用天井下地開口補強に

着する。その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、 試験体の天井点検口450㎜×450㎜を吊り金具4箇所にて各ﾒｰｶｰ仕様に従い取付ける。な

これを試験体とする。 お、野縁の種類は19形とし、仕上げ材は、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ厚さ9.5㎜(JIS A 6901「せっ

こうﾎﾞｰﾄﾞ製品」のGB-Rの難燃2級又は発熱性2級以上)二重張りとする。

2) 試験は、内蓋を閉じた状態から自由解放状態にする動作を繰り返し行う。

3) 測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300回毎に内蓋の垂れ下がり状

態を測定する。
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2.0㎜以内±0.5㎜

8

の

7 1

耐

震

改

修

工

事

　

グ

ラ

ウ

ト

工

事

モ

ル

タ

ル

及

び

グ

ラ

ウ

ト

材

枠の許容差 外枠と内枠のｸﾘｱﾗﾝｽ(片側)

屋　内　外　用 屋　内　用部材名

使用部位名

受け枠と蓋枠のｸﾘｱﾗﾝｽ(片側)

2.0以内

蓋枠寸法の許容差受け枠寸法の許容差受け枠基準寸法

600角程度まで ±0.5 ±0.5

屋　内　用屋　内　外　用

項　目

品質・性能

長さ変化率

0.2％以下(収縮)

単位容積質量

1.80㎏/L以下

吸水量

50g以下

保水率

30.0％以上

章 項目 品　質　性　能

3 1

項　　　　目 品　　質　・　性　　能防

水

改

修

工

事

■この建築材料等品質性能表は、特記仕様書記載の材料（性能は建築材料等品質性能
　表による）の品質及び性能を詳細に示したものである。

4 6 16

タ

イ

ル

張

り

3

浮

き

部

改

修

工

法

ア

ス

フ
ァ

ル

ト

防

水

種

　

類

原料による区分

・窯業系ﾊﾟﾈﾙ－Ⅰ類
　（石綿を使用しないこと。耐衝撃性に優れ、ま
　　た寒冷地仕様のもの）

・窯業系ﾊﾟﾈﾙ－Ⅱ類
（石綿を使用しないこと。一般的な仕様のもの）

寸

法

及

び

許

容

差

製作寸法 許容差

（表示項目） ＋10％、－5％

（表示項目） ±1％

（表示項目） ―

注　入　性 耐久性
(劣化曲げ

強さ)

吸水性
(72時間)

性

　

　

能

窯業系ﾊﾟﾈﾙ－Ⅰ類 窯業系ﾊﾟﾈﾙ－Ⅱ類 金属複合板

550N･㎝以上 450N･㎝以上 300N･㎝以上

0.07％以下 0.07％以下 0.01％以下

耐衝撃性能

質量1000gのなす
形おもりを高さ
1.0mから試験体の
弱点部に落として
裏面に達する穴が
あかないこと

質量500gのなす形
おもりを高さ1.0m
から試験体の弱点
部に落として、裏
面に達する穴があ
かないこと

質量500gのなす形
おもりを高さ1.0m
から試験体の弱点
部に落として、裏
面に達する穴があ
かないこと。また
残留変形量が
1/100以下

不燃 不燃 表面材は不燃

耐凍結融解性能

300ｻｲｸﾙ後、著し
い割れ、剥離がな
く、外観上の異常
がないこと

200ｻｲｸﾙ後、著し
い割れ、剥離がな
く、外観上の異常
がないこと

300ｻｲｸﾙ後、著し
い割れ、剥離がな
く、外観上の異常
がないこと(※2)

割れ、貫通、亀裂があってはならない。欠け、ねじれ、
そり、異物の混入、汚れ、はく離など使用上有害なもの
があってはならない。

含水率
窯業系ﾊﾟﾈﾙは出荷時において含水率10％以下を確保して
いること

400N･㎝以上(300) 320N･㎝以上(200) 250N･㎝以上(300)

20％以下 20％以下 1％以下

品　質　・　性　能項　目

だれ

接着強さ
(N/㎟)

湿潤時

低温時

5 以内

ひび割れの発生が無いこと

 6.0 以上

20.0 以上

 1.0 以上

 0.8 以上

 0.5 以上

品

　

　

質

外観

外

壁

改

修

工

事

欠

損

部

改

修

工

法

10万回以上

10KN以上

10KN以上

― ― 80000N･㎠以上

項　目

品質･性能

4 2

保水率

70.0%以上

単位容器質量

1.8㎏/L以上

接着強さ

標準時 温冷繰り返し後

0.60N/㎟以上 0.40N/㎟以上 0.20%以下

5
設

　

計

　

者

A-5

4.0N/㎟以上

選

択

項

目

 1.0 以上

 0.5 以下

20.0 以下

0.15 以下
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建築材料等品質性能表（改修）その１

後野配水池改修工事

その他

4.9N/㎟以上 15%以下
4.9N/㎟

以上

Vu ＋ Vd

2
広がり速さ(㎝/s) ＝

収縮3%以下
保水係数

0.35～0.55

粘調係数

0.5～1.00
0.49N/㎟以上

＝保水係数 50 ×

）＋

長さ変化率(％)

I

粘調性

3㎝/s以上

広がり速度

Vu

Vd
＝粘調係数 ＝

＝ （

D

＝
⊿L

100
× 100

曲げ性能
(材齢28日)

引張接着性
(材齢28日)

長さ変化性保水性

10/tu
＋

td

10/td tu

I

tu

I

td

＝
W1 － W0

V0
× 100

＝引張接着強さ(N/㎟)
最大荷重

正味接着面積

＝

外
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改

修

工

事
（

続

き
）

内

装

改

修

工

事
（

続

き
）

内

装

改

修

工

事
（

続

き
）

9 3
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緑
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ム

曲げ強さ長さ変化率

6 16

内

装

改

修

工

事

タ

イ

ル

張

り

6 32

内
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事
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）

点

検

口

V0：試験体の体積(㎤)

85

建

具

用

金

物

建

具

改

修

工

事

10万回以上

吸水率(％、vol)
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